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山中 茂 樹さん(60)
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ

ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（ビ
ジ
ネ
ス

・
コ
ン

テ
ィ
一一
ュ
イ
テ
ィ

・
プ
ラ
ン
）

…
…
。
私
の
経
験
で
は
、

「リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ど

う
定
義
す
る
か
に
延
々
２
時
間
余

り
、
論
議
を
費
や
し
た
委
員
会
も

あ
っ
た
。

積
文
字
を
使
い
、
仰
々
し
い
解

説
を
す
る
の
も
、
危
機
管
理
が
商

売
に
な
る
時
代
に
な
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
防
災
や
危

機
管
理
は
難
解
で
あ
っ
て
は
い
け

な
い
。
わ
か
り
や
す
さ
が
第

一
で

あ
る
。

折
し
も
今
年
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

（
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
ビ
ル
が
崩
壊
し
た
同
時
多
発

テ
ロ
か
ら
５
年
。
劇
場
用
映
画
も

相
次
い
で
公
開
さ
れ
た
。

当
時
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
北
棟
９。
階

に
入
居
し
て
い
た
二
つ
の
日
本
企

業
の
対
応
は
、
こ
の
問
題
を
考
え

る
う
え
で
象
徴
的
で
あ
る
。
９３
年

に
も
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
は
地
下
駐
車
場

を
爆
破
さ
れ
る
テ
ロ
に
遭
っ
て
い

る
。
危
機
管
理
を
業
務
の
柱
に
掲

げ
る

一
方
の
企
業
は
、
こ
れ
を
教

訓
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
パ

ソ
コ
ン
の
中
に
記
憶
さ
せ
た
。
か

た
や
金
融
関
係
の
会
社
は
、
単
純

に
ゴ
ー
グ
ル
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ

ス
ク
、
手
袋
な
ど
避
難
用
の
七
つ

道
具
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
社
員

の
机
の
下
に
置
か
せ
た
。

結
果
、
突
入
し
た
飛
行
機
の
衝

撃
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
記
憶
し
た
パ

ソ
コ
ン
は
ダ
ウ
ン
。
金
融
関
係
の

会
社
の
イ
人
は
支
店
長
の
ひ
と
声

で
避
難
用
具
を
身
に
つ
け
、
避
難

階
段
に
走
っ
た
。
両
社
と
も
犠
牲

者
こ
そ
出
な
か
っ
た
が
、
「単
純
」

が
危
機
管
理
の
極
意
で
あ
る
こ
と

を
見
せ
つ
け
る
出
来
事
だ
っ
た
。

「い
ざ
鎌
倉
」
と
い
う
故
事
が

あ
る
。
錬
倉
時
代
、

一
族
の
者
に

財
産
を
積
領
さ
れ
、
落
ち
ぶ
れ
た

侍
が
、
そ
れ
で
も
鎧
、
長
刀
、
馬

は
手
放
さ
ず
、
幕
府
か
ら
号
令
が

か
か
っ
た
と
き
に

一
番
乗
り
を
し

た
と
い
う
話
だ
。

欧
米
に
は
欧
米
の
、
日
本
に
は

日
本
の
危
機
管
理
が
あ
る
は
ず

だ
。
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
と
い
わ
ず
、

「い
ざ
鎌
倉
」

計
画
と
い
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

や
ま
な
か

。
し
げ
き
　
大
阪
府
生
ま
れ
。
朝
日
新
聞
神
戸

支
局
次
長
の
時
、
阪
神
大
震
災
に
遭
う
。
県
阪
神

・
淡
路
大

震
災
国
際
検
証
会
議
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
を
歴
任
し
、
０５
年

４
月
か
ら
現
職
。
著
書
に

「震
災
と
メ
デ
ィ
ア
ｊ
復
興
報
道

の
視
点
」
な
ど
れ

「単
純
」危
機
管
理
の
極
意

安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演
説

で
、
カ
タ
カ
ナ
語
が
１
０
９
回
も

登
場
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
読

ん
で
、
旧
西
ド
イ
ツ
の
大
統
領
グ

ス
タ
フ

・
ハ
イ
ネ
マ
ン

（
１
８
９

９
，
１
９
７
６
）
の
逸
話
を
思
い

出
し
た
。

彼
は
１
９
７
３
年
、
英
語
の
域

能
を
憂
え
、

「な
る
べ
く
母
語
を

使
お
う
」
と
国
民
に
呼
び
か
け

た
。
そ
れ
は
国
粋
的
な
排
外
主
義

で
は
な
く
、
「教
養
あ
る
階
層
と
広

範
な
大
衆
」
と
の
間
に
溝
が
で
き

る
こ
と
を
懸
念
し
て
の
こ
と
だ
っ

た
。　
一
部
の
人
が
特
権
的
に
情
報

を
操
る
こ
と
は

「民
主
主
義
に
と

っ
て
危
険
な
こ
と
だ
」
と
考
え
て

い
た
ら
し
い
。

（
『
こ
と
ば
と
国

家
』
田
中
克
彦
著

・
岩
波
新
書
）

防
災
や
危
機
管
理
の
世
界
で
も

横
文
字
が
花
盛
り
だ
。
リ
ス
ク
コ


